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業務名

受注者名

業務箇所 請負⾦額

履⾏期間 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員

調査員

堰⼝沢総合流域防災砂防（流⽊対策）設計業務委託

弘前市大字番館地内

細川 清隆

砂防エンジニアリング株式会社

令和4年7月30⽇〜令和5年3月24⽇

委託数量 N=1式
流⽊対策⼯詳細設計 N=1基
⼟⽯流流向制御⼯検討・設計 N=1式

8,481,000円
83点

宮下 義史

三橋 和宜

中南地域県⺠局地域整備部

梅村 豪

令和5年3月20⽇

⼟⽯流流向制御⼯

本業務は、「砂防基本計画策定指針（平成28年4月）」以前の技術基準で設計された既設の不透過型砂防堰堤に対して、
同指針に基づくと⼟砂・流⽊流出のおそれがあることから、流出⼟砂量及び流出流⽊量を調査・算出し、⼟砂及び流⽊整備
率100%の達成を目的とした流⽊対策⼯詳細設計を⾏ったものである。
当該業務は、流域面積が⼩さく下流域と上流域で⾕地形が違う特性から現地踏査でUAV調査を⾏い、地形条件、荒廃状況

を把握して基本事項決定及び対策⼯の比較検討を実施し、効率的な対策が図れる部分透過型砂防堰堤の設計を⾏った。また、
堰堤上流域で⼟⽯流が尾根を越える可能性のある個所を提⽰し、保全対象地域の安全性の向上を図る⼟⽯流流向制御⼯が提
案され設計を⾏った。更に3D(BIM/CIMモデル詳細度200)による完成イメージパースを⽤いた住⺠説明資料を作成した。
以上、特に業務目的の理解度、技術⼒に優れ、積極性と責任感を持って業務を遂⾏しており、「難易度が⾼い業務に対し

優れた技術⼒を発揮したもの」に該当するため、⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務に推薦するものである。

部分透過型砂防堰堤(鋼製スリットAB型)

⼯事⽤・管理⽤道路

⼟⽯流流向制御⼯

部分透過型砂防堰堤(鋼製スリットAB型)

この度は、中南地域県⺠局地域整備部部⻑表彰を賜り、誠にあり
がとうございます。ご指導いただきました地域整備部の監督職員の
皆様並びに関係職員の皆様には心から感謝申し上げます。
弊社は、砂防事業に特化した建設コンサルタントとしてのニーズ

に応えるため、砂防知識の積み重ねに努めてまいりました。今回の
受賞を励みとして砂防知識の研鑽に⼀層努め、⼟砂災害対策に貢献
して参ります。
今後とも、皆様方のより⼀層のご指導ご鞭撻を賜ります様、宜し

くお願い致します。 代表取締役
野正 博之

管理技術者
細川 清隆

地域整備部⻑表彰



その他説明資料

推薦業務及び受注者の概要

業務名

受注者名

平成31年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰

以下の欠格要件について
■該当しない □該当する
• 受注者が⻘森県建設業者等指名停⽌要領に基づく指名停⽌⼜は⽂書注意を令和4年7月6⽇以降に受けた、または
受ける予定がある

• その他表彰にふさわしくない事象がある

令和５年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
堰⼝沢総合流域防災砂防（流⽊対策）設計業務委託

砂防エンジニアリング株式会社

【業務の実施方針】
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現地踏査（上流域）

現地踏査（下流域）
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・現⾏の砂防技術基準に準拠して0次⾕の⼟砂量を⾒込むと⼟砂整備率
が低下。
⇒流⽊整備の強化に加えて、⼟砂整備率の向上も必要となった。

図-1 堰⼝沢流域図

表-1 現況⼟砂整備率

図-2 現況⼟砂収支図
・⼟砂・流⽊整備率100％を達成するための対策⼯を複数案比較検討。
⇒最も効率的・効果的に⼟砂・流⽊整備が可能となる「部分透過型砂
防堰堤」への改築を提案し、設計を実施。

表-2 対策⼯法の比較検討
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表-3 対策後⼟砂整備率

図-3 対策後⼟砂収支図

図-4 計画平面図

図-5 本堤正面図
・堰堤上流左岸側で⼟⽯流の尾根越え発⽣の危険性を提⽰。
⇒「⼟⽯流流向制御⼯（導流堤）」の必要性を提案し、設計を実施。

図-6 ⼟⽯流の尾根越えが想定される地点

部分透過型砂防堰堤(鋼製スリットAB型)

⼯事⽤・管理⽤道路

⼟⽯流流向制御⼯

部分透過型砂防堰堤(鋼製スリットAB型)
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図-7 導流堤計画平面図

図-8 導流堤⼀般図

⼟⽯流流向制御⼯
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写真-1 UAVにより撮影した堰⼝沢砂防堰堤（現況）

図-9 対策実施後の堰⼝沢砂防堰堤（BIM/CIMモデル）

部分透過型砂防堰堤(鋼製スリットAB型)

⼟⽯流流向制御⼯

⼯事⽤・管理⽤道路


